
池田小学校 理科

対象 第５学年 桜組 単元 物のとけ方（８／１６時間）

本時の目標
物の溶け方について、予想や仮説を立てて解決方法を発想し、実験結果を基に考察し
て表現するなどして問題解決している。（思考・判断・表現）

教師の
ICT事前準備

○Google（クラスルーム、スプレッドシート） ○Canva
・スプレッドシートで、単元を通しての「振り返りシート」を作成する。
・Canvaで、単元を通しての「学習計画シート」を作成する。
・「振り返りシート」に、「学習計画シート」などのリンクを貼る。
・クラスルームで、「振り返りシート」を配信する。

１ ICT活用のポイント

個々の学習過程をシートに記録して共有
ICTの利点を活かし、学習履歴を蓄積することで、児童一人ひと

りの問いを尊重した複線型の授業デザインを単元を通して設計する。
単元の導入に一斉授業を行った後、児童はそれぞれ問いを立てて問
題解決を図る。その過程で「振り返りシート」に学習の進捗を記入
し、「学習計画シート」のリンクを貼ることで、自分の学習過程を
記録していく。個々の学習履歴が集約されることで、他の児童の学
習過程や振り返りを参考にすることができ、他者の学びを参照しや
すくなる。教師にとっても、児童一人ひとりの学びを把握しやすく
なり、指導の改善や児童の学習改善につなげることができる。

導入の「やってみたい！」から科学的に学びをつなぐ
本単元では、理科の目標である「問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を育成する」
を達成するため、児童が個別に立てた問いについて、それぞれが学習方法を自己決定しながら探究
的に学ぶことができる場を設定する。導入では「やってみたい！」という意欲を起点に、科学的に
学びをつないでいくことができるようにする。単元の導入では、「マメ助」が登場するストーリー
仕立てのスライドを見せ、自然の事物・事象についての課題を自分事として捉えさせ、全体の問い
を提示する。
学習指導要領で第５学年では「予想や仮説を基に、解決方法を発想する力」といった問題解決力
の育成が示されている。そのため、「学習計画シート」においては、個別に問いを立てた後、仮説、
実験、考察といった科学的探究のプロセスを常に意識し、その問題解決力の育成を目指す。
まとめ・表現の場面では、児童はマメ助に向けて、自分の学習をまとめた30秒の動画を制作する。
動画は他者参照できるように設定し、条件制御などの考え方に基づき、それぞれが科学的に実験し、
問題解決ができているかを協働的に検証し合う場を作る。
問いの設定をはじめ、児童に委ねる場面が多くなるため、失敗もあるだろうが、児童一人ひとり
がワクワクしながら科学的に学びをつないでいくことができるような単元とする。教師も、教科書
にない問いや仮説、失敗を子どもたちと共に楽しみながら、指導の改善に努める。

藤川 慎也



２ 本時の展開

学習活動 指導上の留意点

導
入

・個別に問いを立て、活動内容を決める。 ・①予想する（仮説）→②調べる
（実験）→③まとめる（考察）→④
伝える（表現）という学習過程を意
識させることで、自分の問いに対す
る解決方法を考えることができるよ
うにする。

展
開

・自分の問いを解決するために、「学習計画シート」に
自分の考えを記入しながら、活動を進める。

・仮説を立てる児童に対しては、既
習の内容や生活経験を思い出させ、
なぜそう思ったのかを聞くことで、
自分の仮説をより深く考えられるよ
うにする。
・実験を行う児童に対しては、実験
内容が分かる動画や写真を撮るよう
に伝えることで、結果を適切に記録
できるようにする。
・考察を行う児童に対しては、「結
果は私の予想と（同じ・違って）
○○になった。このことから～（問
いに対応した答え）だと考えられ
る」という定型文を伝えることで、
自分の考察をより深く考えられるよ
うにする。
・まとめの動画制作を行う児童に対
しては、完成した動画をクラウドに
アップさせ、友達の動画内容を視聴
させることで、自分の問いに対する
解決方法が科学的かどうか考えられ
るようにする。

ま
と
め

・「振り返りシート」に、振り返りを記入する。 ・この時間で自分の考えはどう変
わったのかという視点で振り返りを
記入させることで、自分の成長を実
感できるようにする。

※個別に問いを設定

授業者より
児童一人ひとりの問いを最大限に尊重した複線型の授業デザインであるため、児童の活動が「バラバ
ラ」であるように見えることもある。知識や技能の習得が十分にできているのか、活動だけが先行して
学びが伴っていないのではないか、という点については議論の余地が多く残されている。しかし、理科
の目標には「問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を育成する」ことが掲げられており、第5
学年では「予想や仮説を基に、解決の方法を発想する」という問題解決力の育成が目指されていること
を授業者としては重視している。
本授業デザインは、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させる視点から、個別に
試行錯誤しながら自分の仮説を探究する場を提供している。また、「仲良く正しく実験」することを目
的とするのではなく、実験データが科学的に正しいかどうかを互いに検証し合うことで、協働の場を作
り出している。このデザインにより、科学的な問題解決力を育成できているかどうかを授業者として明
確にしたいと考えている。
さらに、昨年度本校が取り組んだ総合的な学習における研究の視点も踏まえ、ICTを活用して自ら学び
を創り出し、仲間と共に問題解決に取り組む探究的な学習活動の場を、他教科においても整備できるか
どうか、この実践を通して検討したい。
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